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１．問題と目的  

近年、核家族化、少子化など育児中の母親を取り巻く環境は大きく変化して

いる。乳幼児を持つ母親にとって育児は生活の大部分を占めるものであり、家

族形態の変化や育児知識の伝承の無さなどから育児不安はますます高まってい

る。  

本研究では母親の育児不安と不安を高める要因として多く挙げられる、父親

の育児参加や母親自身の養育体験、自己肯定感との関連を検討する。また、母

親自身が意識化していない、一側面を捉えるために、母親の内在化された自己

や他者が投影されると示唆されている「母子画」を用いて、育児中の母親につ

いて明らかにすることを目的とする。  

２．仮説 

１．育児不安が高いと自己肯定感が低い。  

２．育児不安が低いと他者への信頼が高い。   

３．育児不安が低いと母子画の表情に笑顔が多い。  

４．育児不安が高いと母子画の母と子にアイコンタクトが見られない。  

３．方法  

調査対象は東京都内と福島県内の家庭支援センター、子育て支援センターに

通う 0 歳～ 3 歳までの乳幼児を持つ母親 138 名。有効回答数は 130 名 (94.2％ )。

130 名のうち 20 名に家庭支援センターにてインタビューを実施した。調査時期

は 2007 年 11 月～ 2008 年 7 月。調査内容はフェイスシート、育児不安尺度、

自己肯定感尺度、成人版愛着スタイル尺度、父親の育児参加尺度、母子画。  

４．結果  

１ )各尺度の相関  

 母親の育児不安と自己肯定感(r=.48,p<.01)に負の相関が見られた。 

２)各尺度と成人版愛着スタイル尺度 

自 己 肯 定 感 に お い て 回 避 群 よ り も 信 頼 群 の 方 が 有 意 に 高 い 得 点 を 示 し た

(F(2,125)=14.42,ｐ<.05)。 

３)母子画と各尺度との比較 

〔サイズ〕項目では父親の育児参加において母子画の母親サイズの小さいよ

りも普通・大きいの方が有意に高かった(F(2,125)=4.94,ｐ<.01)。 

〔表情〕項目では AVOIDAND 得点において子どもの表情が後ろ向きの方が他の

項目よりも有意に高い得点を示した(F(4,124) =4.65,p<.001)。 

〔アイコンタクト〕項目では育児不安においてアイコンタクトありよりも一

方的なアイコンタクトの方が有意に高い得点を示した(F(3,125)=3.02,p<.05)。 

〔身体接触〕項目では育児不安において接触よりも非接触の方が有意に高い

得点を示した(F(2,126)=3.44,p<.05)。 

５．考察 

１ )各尺度の相関  

 母親の育児不安が高いと自分自身への自信が低くなり、肯定的に物事を捉え

ることが少ないと考えられる。母親母親母親母親のののの育児不安育児不安育児不安育児不安がががが高高高高いといといといと自己肯定感自己肯定感自己肯定感自己肯定感がががが低低低低くなるくなるくなるくなる



ことからことからことからことから仮説仮説仮説仮説１１１１はははは支持支持支持支持されたされたされたされた。。。。 

２)各尺度と成人版愛着スタイル尺度 

各尺度と成人版愛着スタイル尺度各群との比較の結果、回避群よりも信頼群

の方が自己肯定感が高かった。自己肯定感が高い母親の方が安定した成人愛着

を形成できるとは、本来の自分の姿をあるがままに捉えられ、自然なままの姿

で他者と関係作りをすることが推察される。仮説仮説仮説仮説２２２２はははは支持支持支持支持されなかったされなかったされなかったされなかった。。。。 

３)母子画と各尺度との比較 

〔サイズ〕サイズ項目では母親のサイズのみに有意な差が見られた。小さい

よりも大きい方が父親の育児参加が高かった。高橋(1974)はサイズが小さいこ

とは自信のなさや劣等感など、サイズが大きいとは自己主張が強いことや活動

的などと示唆している。サイズを大きく描く人は小さく描く人よりも父親へ育

児参加して欲しいときちんと伝えられ、父親の育児参加が高まったことが考え

られる。 

〔表情〕項目では子どもの表情のみに有意な差が見られた。笑顔や非笑顔、

といった他の項目よりも後ろ向きに子どもを描いた方が回避傾向が高いことが

分かった。馬場(2005)は後ろ向きの絵は人に逃避的であり、自分の気持ちを抑

圧する傾向があると示唆している。自分の気持ちを表出できない母親は、他者

と深い人間関係を築きにくいのではないかと推察される。仮説仮説仮説仮説 3333 はははは支持支持支持支持されなされなされなされな

かったかったかったかった。。。。 

〔身体接触〕接触項目では接触ありよりも非接触の方が育児不安が強いこと

が分かった。育児不安が高いと母と子の距離が遠くなる。馬場(2005)は身体接

触で母と子がつながりを持つことは統合されていることを意味すると述べてい

る。母と子の距離が遠く、統合されていないことは成熟した自我と inner child

が一致していない状態にある。母親自身が不安定な状態であることが示唆され

る。そのために、育児への不安も感じやすいと示唆される。 

〔アイコンタクト〕項目では、親子が共にアイコンタクトするよりも、一方

的なアイコンタクトを送る方が育児不安の高いことが分かった。見つめ合う母

子像は、成熟した母親である内的自己と自己の内なる子どもの親密な情緒的交

流などと言われている。一方的なアイコンタクトは、母親と子どもの情緒的交

流が乏しいと推察される。母親母親母親母親のののの育児不安育児不安育児不安育児不安がががが高高高高いといといといとアイコンタクトアイコンタクトアイコンタクトアイコンタクトがががが見見見見られなられなられなられな

いといういといういといういという仮説仮説仮説仮説 4444 はははは一部支持一部支持一部支持一部支持されたとされたとされたとされたと言言言言えるだろうえるだろうえるだろうえるだろう。。。。 

母子画の項目の中で、育児不安との関連があった項目はアイコンタクト項目

と身体接触項目であった。つまり、育児不安が高いと母子画において、母が子

に、あるいは子が母に一方的な視線を送ることや、母と子の距離が遠くなるこ

とが分かった。  
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